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直結増圧式給水をするにあたり、下記の条件を承諾致します。

記

１．使用者等への周知

　　　次の特徴を理解し、使用者等に周知致します。

1 水圧低下に伴い出水不良等が生じた時には、非常用水栓を使用致します。

2 計画的な断水及び緊急的な断水には協力し、水の使用ができなくなることを承諾致します。

２．用途変更について

　　　直結給水建築物申請において、許可された用途内容の変更は致しません。
　　また、建築物の改造工事を行う場合には、事前に協議を致します。

３．定期点検等について

　　　直結増圧設備の機能を適正に保つため、適宜、保守点検及び修理を行うとともに、１年以内ごとに１回以上の定期点検を行います。

４．所有者の変更について

　　　直結増圧式給水の所有者を変更するときは、変更後の所有者にこの装置が条件付きのものであることを周知します。
５．既設配管使用の責任について
　　　既設の受水槽以下の装置を使用し、直結増圧式給水に変更した場合、これに起因する漏水等の事故については所有者（設置者）または使用者等の責任において解決するとともに、企業団の指導により速やかに改善します。
６．メ－タ交換時の措置及び入館協力について
　　①計量法に基づく水道メ－タの取替え及び水道メ－タの異常等による取替えの際には、企業団に協力し断水することを承諾します。
　　②企業団が行う水量・水圧・漏水防止等の調査について協力致します。

　　③オ－トロックマンション等の検針及びメ－タ交換業務時の入館について協力致します。

７．屋内メ－タ設置（パイプシャフト）については企業団との事前協議事項を尊守し施工します。

８．条例・規定の厳守
　　　上記各項の他、取扱い上必要な事項は、給水条例・同施行規程を厳守して施工致します。（給水条例第３０条及び第３１条の規定のとおり、給水装置の管理上の責任は所有者、使用者の方々ご自身にあります。）
９．漏水等の修理責任について

　　　漏水等の修理責任分岐点は原則として道路との境界付近に設置されている元バルブとします。元バルブの下流側の漏水については所有者の責任において速やかに修理するとともに、費用についても所有者の負担となることを承諾致します。元バルブが設置されていない場合は、原則として道路との境界とします。
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